
 

 

          
 

★ 開成町ゼロカーボンシティ創成補助制度‐ゼロエネルギーハウス等導入補助金 
断熱性の向上や省エネ、創エネを組み合わせることで、年間のエネルギー収支０以下を目指す住宅を新築・ 

リフォームする費用の一部を開成町と国が補助します。 ※着工前に申請が必要です。申請から採択までには１週間程度かかります。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

★補助の一例  ＺＥＨ＋（重点対策加速化補助金） 

補助のパターン 補助額 条件設定 交付額（令和 8 年度まで） 

ZEH＋ 最大 135 万円 要件のうち EV コンセントの接続を選択  １３５万円 

(内訳)ZEH+130 万円 ＋ EV ｺﾝｾﾝﾄ５万円 

太陽光発電システム 太陽光発電７万円/kW ４kW の太陽光発電を設置する場合 ＋２８万円 

(内訳)太陽光発電４ｋW × ７万円 

さらに蓄電池を同時に設置 設置費用の１/３（上限 5.1 万

円×蓄電容量）※費用を蓄電容量で除した

金額が 12.5 万円/kWh 以下となるよう努めること 

蓄電容量８ｋWh、設置費用 100 万円の

場合 

＋３３．３万円 

(内訳)100 万円×1/3 

(参考)全てを同時に導入した場合   合計：１９６．３万円 

①ZEH 

お問い合わせ先 開成町環境課ゼロカーボンシティ推進班   ℡０４６５－８４－０３１４ 
E-mail kankyouka@town.kaisei.kanagawa.jp 

 町 HP 

全国№１の補助

自宅をゼロエネルギーハウス（ＺＥＨ）にしたい方 

～今だけ
・ ・

補助金がもらえます～ 

補助 Menu                         令和８年度までの期間限定（各年度の予算の範囲内で対応）です！  

●ZEH（重点対策加速化補助金）【75 万円+太陽光発電７万円/kW（蓄電池：+設置費用１/３、CLT：＋90 万円）】※国の補助金活用禁止 

●ZEH（重点対策加速化補助金対象外）【20 万円】 

●ZEH＋（重点対策加速化補助金）【最大 135 万円＋太陽光発電７万円/kＷ（蓄電池：+設置費用１/３、CLT：＋90 万円）】※国の補助金活用禁止 

●ZEH＋（重点対策加速化補助金対象外）【30 万円（EV との連携要件を満たせば＋５万円）】 

●LCCM 住宅【50 万円】 

 
「重点対策加速化補助金」…開成町と国の補助金を合算した補助金。条件をクリアすれば、環境省（環境イニシアチブ）の ZEH 化支援事業 

よりも補助額が多くなります。ZEH、ZEH+の導入と同時に蓄電池や CLT を設置する場合の補助あり。 
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重点対策加速化補助金 
設置費用の１／３ 

(上限 5.1 万円×蓄電容量) 

ＬＣＣＭ 
住宅 補

助
対
象
外 

はい 

はい 

設置費用÷蓄電容量は 
12.5 万円／㎾ h 以下 
となるよう努めること 

蓄電池 

いいえ 

いいえ 

※標記の条件は主だったものです。詳細は要綱等でご確認くださるか、町へご相談ください。 
※蓄電池や HEMS の設置費用とは、製品代金、工事費、付属品の総額（税抜き）を指します。 

ＺＥＨ 重点対策加速化補助金 
ZEH75 万円＋CLT90 万円 
＋太陽光発電 7 万円/㎾ 

重点対策加速化補助金 
ZEH75 万円＋太陽光発電 7 万円/㎾ 

一律２０万円 
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国(各省、委託
先)のＺＥＨの
補助金を活用
しない 

はい 

ＺＥＨ+ 

重点対策加速化補助金 
130 万円＋太陽光発電 7 万円/㎾ 
（EV 充電ｺﾝｾﾝﾄ等設置＋５万円） 

 

一律３５万円 

ＣＬＴを
建材に用
いる。 

いいえ 
いいえ 

いいえ 

国(各省、委託
先)のＺＥＨの
補助金を活用
しない 

ＥＶ充電コ
ンセント等
設置あり  ※
ZEH＋のみ 

はい はい 

一律５０万円 

※ＺＥＨまたはＺＥＨ+

で重点対策化策化補助金

を活用できる場合 
補助対象外 

はい 

申請〆切 各年度２月１５日（重点対策加速化補助金以外は３月 15 日） 

次の３項目すべて該当する 
① 発電した電気を３割以上自家消費

できる 

② 売電時に固定価格買取制度(FIT)や
FIP は使わない 

③ 売電に付随する環境価値について、
J-クレジットを発生させない 

次の３項目すべて該当する 
① 発電した電気を３割以上自家消費

できる 

② 売電時に固定価格買取制度(FIT)や
FIP は使わない 

③ 売電に付随する環境価値について、
J-クレジットを発生させない 

重点対策加速化補助金 
ZEH＋130 万円＋CLT90 万円 

＋太陽光発電 7 万円/㎾ 
（EV 充電ｺﾝｾﾝﾄ等設置＋５万円） 

一律３０万円 

断熱 省エネ 創エネ 

はい 

どの補助メニューに該当するのかチェックしてみよう!! 
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